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さる5月14日、大阪府高槻市で行わ
れた「GEN自然と親しむ・野草を食べ
よう」に参加しました。JR高槻駅に
集合、バスで「上の口」まで行き、地
元の小白方さんから諸注意を聞き芥川
沿いに開けた野辺を北に向かって歩き
始めました。参加者が40人を超えてい
て全ての説明を聞きとれたとは言えま
せんが、GEN代表の立花先生に道端の
草花や畑の野菜、庭に植えてある木、
まわりの山に生えている樹木や竹林の
説明をうけながらのんびり歩きました。

途中、寒天の作業小屋で高槻の寒天
作りについて地元の農家の方に話をお
聞きしている時、突然ヒョウまじりの
雷雨となったのですが、小屋の中にい
た私たちは誰1人雨に濡れることなく

〝予定通りの雨〟も難なくクリアー。
雨が上がった後再び歩き始めました。

目的の天ぷらにする野草も、立花先
生に食べられるかどうかを聞きながら
道端の野草をビニール袋に入れました。
高槻駅から車で20分くらいの距離で、
随分といろいろな植物や生き物がいる
ものです。少し山に入った沢にはサワ
ガニもいて、これも食材になりました。

予定より少し遅れて、天ぷら鍋3つ
でタケノコ、ノビル、ギシギシ、ヨモ
ギ、ドクダミ、ゼンマイなどを天ぷら
にしました。苦味や生臭さがあるのか
と思っていたのですが、意外にクセが
なく美味しくいただけました。天つゆ
などにつけないでそのまま食べたので
素材の美味しさを直接味わえ、野草の
味がダイレクトに伝わってきたのが嬉
しく思いました。個人的なイチ押しは

ゼンマイ。ノビルは天ぷらむきではな

いかもしれません。サワガニもカリッ
と歯触りよく揚がっていて人気があり
ました。改めて身近にある自然の美味
しさを知ることができた1日でした。

「森林を守る」「環境を守る」とい
っても、あらゆる角度から判断しなけ
ればならない。これが、講演会に参加
して、私がもっとも感じたことだ。こ
れは今年の春のワーキングツアーに参
加したときも感じたが、環境問題に取
りくむとき、政治、経済、地理、地域
住民の状況などを把握したうえでの対
策が要求される。

大学で森林について学んではいるも
のの、それはミクロな森林であり、こ
ういったマクロな観点で森林をみるこ
とによって、私が大学で勉強すべきこ
とは何かをあらためて考えさせられた。
いま、なにが出来るか、なにをすべき
かを、森林について学んでいない、よ
り多くの人へもうったえかける力をも
つのではないだろうか。

講演会で印象に残ったことをふたつ
あげるなら、ひとつめは、日本人の多

くは木が生えることに何の疑問も感じ
ない、という言葉である。確かに、私
自身も、なぜ木が生えるかを考えるこ
とは皆無といっていい。日本の自然の
特異性を理解していなければ、黄土高
原に植樹する意味も理解できない。

ふたつめは、自然保護の南北問題に
ついてである。先進国の開発のツケを
発展途上国におしつける熱帯雨林保護
の主張は、開発のメリットを犠牲にし
ても森林を保護するという努力が必要
である。世界の環境にとって重要な森
林であっても、一次的には地域住民の
貴重な財産である。この問題からもわ
かるように、環境と切り離すことがで
きない問題がたくさんある。森林とい
う環境問題のひとつの分野に取りくむ
ものとして、これからはより広い視点
で考えられるようになりたい、そして、
こういった講演会に参加することによ
って、多くを吸収したいと考えている。

5月23日、アピオ大阪にて、GEN顧問の小川房人さんによる講演会『森林が環境
に果たす役割』が開かれ、遠方からの方もふくめて65名の参加者を集めました。世
界各地の森林のスライドを駆使しての充実した内容でした。

小川房人さん講演会

『森林が環境に果たす役割』に参加して
南 朋 子 （大学生）

6月17日（土）午後、大阪市立弁天
町市民学習センターにて、緑の地球ネ
ットワーク第6回会員総会と、総会に
先立ってシンポジウム『黄土高原・森
林再生への道～21世紀にむかって』が
開催されました。

シンポジウムにはおよそ65名が参加、
4名のパネリストそれぞれの立場から
協力の現状、植林地の調査結果、緑化
の見込み、NGO の会員とは、といっ
た内容の発言に聞き入り、質疑もかわ
しました。簡単な要約を4頁から載せ

ていますので、ご覧ください。
会員総会は会員総数587名のうち、

出席46名、書面による参加225名、委
任状提出79名、合計350名の参加で成
立しました。1999年度の事業・会計・
監査報告、2000年度の事業計画・予算、
定款改正の承認と、新役員の選出（3
頁に名簿を掲載）をおこない、終了後
は懇親会で親睦を深めました。

助成が決まりました
黄土高原緑化協力活動に対して、郵

政省国際ボランティア貯金の配分が決
まりました。金額は7,517,000円です。
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●事業準備支出はどういう内容です
か？　（T）
◆将来、活動をより充実していくため
の積立金のようなものです。
●年会費は銀行振込できますか（郵便
局に行く時間がない場合）？（S）
◆できます。口座は下記のとおりです。
三和銀行阪急梅田北支店　普通
5284852 口座名　緑の地球ネットワ
ーク　
●決算の備考欄に人件費のところで何
人に支払っているのか今後記載してほ
しい。会のスタッフが何人くらいいる
のか知りたいので。（O）
◆99年度は3人＋1人×5か月でした。
2000年度予算は4人分です。
●2000年度予算から〝人件費〟を〝賃
金〟に変えた理由は？　助成金が増え
れば増えるだけ、助成金ではまかなえ
ない管理費が増大して、職員への負担
が限界を越えます。第6回総会におい
て討議事項として、職員待遇の改善チ
ーム作りを提案します。（T）
◆人件費には賃金と福利厚生費が含ま
れていたのですが、2000年度予算か
らそれらを別項目にしました。職員賃

金については、総会においても同趣旨
の発言があり、世話人会のなかに職員
賃金検討の担当者をもうけました。
●友人にすすめられてほんのささやか
な応援を始めてから早、8年余り経ち
ました。はじめは本当に続くのかしら
と思っておりましたが、地球の未来の
ためにと真摯に植林に取り組んでこら
れた若いみなさまがたに今、あらため
て心からエールを送ります。（Y）
●困難多いと思いますが着実に。私は
会員である以上のことは何もできませ
んが片隅でみまもっています。（O）
◆GEN の活動をささえているのは、
こうしたたくさんの会員さんたちです。
これからもよろしくお願いします！
●従来、中国に写真などを送ってもほ
とんど返事がこないことを多くの人が
体験しているでしょう。これは、中国
からの外国郵便料金（日本へは8.20
元？）が大きな負担になっているため
だと思います。こちらから手紙を出す
とき、返信用の切手などを同封すれば、
中国側の返信の負担はなくなります。

そこで、GENが中国で切手を購入し
て、返信用郵便セット（切手、封筒、
便箋）を発売したらどうでしょう。（I）
◆切手だけでいいから、ツアー参加者
の中で、誰か担当してくれないかなぁ。
●黄土高原便りを毎回楽しみにしてお
ります。秋田は今、良い気候です。ブ
ナ林、スギ林等に入り、黄土高原を思
うとこの天与の好条件を生かせずに苦
悩する日本の森林・林業の姿が滑稽に
すら覚えます。（K）
●GEN の運営ご苦労様です。われわ
れ戦前派（戦中育ち）として少しでも、
何らかの中国に対するつぐないとして
この事業に参加しております。何もし
ていなかった時に比べて、中国国民に
対する考えが変わりました。住む国は
違ってもやはり同じ人間だと思えるよ
うになりました。（M）
●先週末までコロラド、アリゾナ、ニ

ューメキシコに行ってきました。アリ
ゾナ、ニューメキシコ、コロラドもで
すが、東海岸の湿気が多く寒い地域か
ら移る人が多く、5～10年前まで湖だ
ったところが干上がっています。西海
岸は乾燥がすすみ、そこへ人が早すぎ
るスピードで移住し、地下水を汲み上
げ、ますます乾燥しているようです。

アメリカの方は〝がまんする〟こと
があまりなく、ぜいたくになる一方で、
そのうち西海岸全体が砂漠になるので
は……と思います。これ以上、負の遺
産を残したくないものです。（Y）
●「継続は力なり」協力をさせていた
だいて5年になりました。ツアーに参
加したメンバーの点が線になってきつ
つあります。わたしたちは、この取り
組みから、これからもたくさんの気づ
きを得られると考えています。（N）
●ただいま〝純〟木の家を新築するた
め苦闘中です。自分の持山を切って使
うむずかしさがこたえます。十数年前
まではこんなに苦労しなくてもできた
のに!! 日本の木材の流通システムが
十数年でこんなに変わるとは。これで
は山の木も手入れされなくなります。

黄土高原がなつかしく思われる今日
このごろです。（H）
●山西省における鉄鋼業、コークス製
造業による環境破壊に注目し、国際学
術研究をすすめています。息の長い活
動を願う。ネットワーク活動に仙台か
らエールを送る。（T）
●こんにちは。お久しぶりです。私は
今、環境アセスメントの調査員をして
います。毎日、自然の中で仕事をして
います。本当に自然はすばらしいです
ね。一緒に地球の緑を守っていきまし
ょうね。お体を大切に、がんばってく
ださい。（O）
●みなさま、ご苦労さまです。新しい
取り組みもいろいろと計画され、期待
がもてます。大変でしょうががんばっ
てください。同じアジアの空の下より
応援しています。（F）

【GEN第6期役員名簿】
顧　　問　石原　忠一／小川　房人／

遠田　宏
代　　表　立花　吉茂
副 代 表 西山　五郎／有元　幹明
事務局長　高見　邦雄
会　　計　太田　房子
世 話 人 竹中　隆／前川　宏／向

川　郁郎／武田　繁典／
川島　和義／巽 良生／上
田 信／深尾　葉子／山永
ユカリ／東川　貴子／嶋
田　光雄／長坂　健司／
工藤　寛之／紙谷周三
郎／冨樫　智／宮崎いず
み／倉持　幸恵

監　　査　松橋　二郎／早草　晋

第6会会員総会に、たくさんの質問、メッセージをいただきました。質問にお答
えし、また、メッセージのほんの一部をみなさんにご紹介します。
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円

●祁学峰の発言から
高見 邦雄（GEN事務局長）

大同市青年連合会の祁学峰主席と、
この春こんな話をしました。彼は大同
市人民代表大会、日本でいえば市議会
の議員なんですけど、会議で林業が議
題になったときにこんな発言をしたそ
うです。

第1は、大同市の森林被覆率は18％
と公表されているが、実際は8％でも
まだ水増しがあるんじゃないか、とい
うもの。

2番目は、小老樹の改造の問題です。
50年代から植えてきたポプラが、最初
はよく育ったけど、大きくなると水の
必要量がふえ、隣同士で水を奪い合う
状態になり、そんなときに旱魃がくる
と先端が枯れ、翌年は枝が幹に変わっ
て伸びる。それを繰り返すうちに、ぐ
にゃぐにゃになり、地元の人は小老樹
と呼んでいます。いまそれをマツに植
え替えているんですが、祁学峰はそれ
に意見をだした。小老樹の改造はもっ
ともだが、ポプラを全部伐って、小さ
なマツ苗を植えても成長に時間がかか

る。小老樹も風
砂を防いでいる
んだから、環境
の面で不経済だ
というんです。

3点目は、大
面積のアンズの

植林について。去年渾源県呉
城郷のアンズが大豊作で、郷
は大きな収入を得た。そこで、
各地で大規模にアンズを植え
る動きがでてきたことに疑問
を出した。呉城郷は成功した
が、その陰にはたくさんの失
敗がある。苗木の質に問題が
あったり農民に意気込みと自
信がなかったりで失敗した。

それらの問題を解決しないで同じこと
をやれば、また失敗する。最初は小さ
く始めて、経験と自信をつけてから広
げるべきだというんです。

4点目は、大同はいま観光に力を入
れていて、雲崗石窟の周りの緑化に力
をいれています。しかし、石山に穴を
掘って、よそから土を運んで木を植え
るのは、あまりにロスが大きい、そん
な無理をする必要があるか、検討すべ
きだというのです。

5番目は、極端に条件の悪い村は、
国費で人を移住させるべきではないか、
とくに自然に森林ができるようなとこ
ろは村ごと移転を考えるべきだ、とい
うのです。人の圧力を減らせば、人力
で木を植えなくても、自然に森林が育
つ条件がある、これを試みるべきだ、
というんですね。

6番目に、林業技術者を養成するた
めの機関をつくるべきだ、お金はかか
るが、いまお金と労力をかけて木を植
えている、その一部をまわして技術者
を養成すれば、効率が良くなるはずだ、
というのです。

7番目は管理の問題。実際に緑化に
取り組むと、問題はすべて植えた後に
起こる。放牧の家畜に食害されたり、
人間に引き抜かれたり、人間にからん
で問題が起きるので、緑化はなぜ必要
かを理解してもらう。これが林業関係
者のもっとも大事な仕事だという認識
が必要で、ただ植えることが緑化だと

考えていると、いくら木を植えても育
たない。緑化に対する意識の向上を緑
化の重要な問題として考えるべきだと
いうんです。

8番目に、荒れ山の緑化を計画する
とき、草を茂らせてから木を植えるの
がいい、喬木と灌木を結合すべきであ
り、なかでも灌木を優先すべきである。

そのような発言をしたというのです。
このなかには、市が中心になってす

すめている事業への批判もあり、相当
の勇気がいることですし、聞いて私も
びっくりしました。しかも私たちがこ
のかんずっと考えてきたこと、話し合
ってきたことを彼なりにまとめている
わけです。熟慮されているといってい
い。私たちの協力活動のレベルを象徴
する話だと考えて、紹介しました。

●遇駕山のマツ造林地調査から
遠田 宏（GEN顧問）

いま大同で山
に植えているの
は、おもにアブ
ラマツとモンゴ
リマツです。

アブラマツは
山西省に自然に
あります。モンゴリマツは、東北の大
興安嶺あたりが主な産地で、これを山
西省にもってくるとどうなるか結論は
でていません。この2種類のマツだっ
て、大きな面積に植えると、さっきお
話があった小老樹のようなことが起き
ないとはかぎりません。

小老樹と同じ轍をふみたくないなら、
調査の必要がある。われわれが植えた
ものは1mとか50cmと小さくて、調査
の対象になりません。今日お話をする
遇駕山は、中国が85年から植えていて、
もう15年たった。よく育っているよう
に見えますが、小老樹と同じ轍をふむ
のならそろそろ表面にでてくるんでは

会員総会に先立つシンポジウムでは、4人のパネリスト独自の視点から発言がありました。とても紙面にはおさまりきらない
ので、遠田宏さんのデータも加えた完全版を制作予定です。ご希望の方はGEN事務所までご連絡ください。（文責＝編集部）
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ないか。それで調査してみました。
山頂付近に4か所、山麓に3か所、

合計7か所の調査地を設けて、2種類
のマツの生育が水の条件や土の厚さな
どでどう違うか比べました。

結果はといえば、15年ぐらいではな
かなか差が出てこない。たった7か所
ではデータが不足です。それでもアブ
ラマツは移植直後は伸長成長が悪いよ
うだし、最近の2～3年、どうも生育
が落ちているようです。ただ、あと2
～3年追跡しないとはっきりした結論
は出せません。

樹幹の伸長量は、山頂では雨量とか
なり密接に関係する、それも年間総雨
量ではなく、前年の秋から当年春の雨
の合計と、樹幹の伸びが重なりました。
ひどい旱魃で、前年の秋にも、春にも
雨が降らないと、ガクッと伸長量が落
ちています。現地では春の雨を問題に
しますが、実際は前年の秋の雨が重要
な働きをしているらしい。

ところが、山麓の3か所ではそれほ
どの変化がない、つまり雨量の影響は
山頂に比べるとかなり希薄です。

肥大成長は、4本の木を伐って、年
輪の幅をはかりました。4本ではデー
タが不足ですが、年によって変化が大
きく、95年、96年は落ちこんでいます。

注目したいのは、樹幹の伸長成長と
肥大成長の関係です。幹がよく伸びる
と枝もよく伸びて、葉っぱの量、つま
り、光合成の量が多くなる。すると翌
年に影響が出て、よく太る。逆に、伸
長成長が悪いと、その翌年肥大成長が
落ちる。こういう関係のあることがわ
かりました。これは実際に植林をする
ときの参考になります。

大事なのは、植樹の10～15年後に、
肥大成長、伸長成長ともに落ち込む恐
れがあることです。まだ断定的なこと
はいえませんが、もしそうなら、早急
に遇駕山の植林地に手を入れる必要が
ある。必要量の水を確保するために、
本数を減らす、間伐ですね。1本の木
についても、下枝を落として、水の必
要量と蒸散量を落としてやる。

植えた木が大きくなってきたときに、
どの時点でどのぐらい間引きしたらい
いのか、そもそもどういうところに植

えたらいいのか。空いているから植え
る、大きくなったから伐るというよう
なことでなく、十分なデータに基づい
た判断が必要です。

そういう意味でこの調査をやったわ
けです。簡単にまとめると、まず、秋
の雨の重要性ですね、植林計画をたて
るときに前年秋の雨量を参考にするよ
うなことを考えてもいいかもしれない。
次に、伏流水。山麓の成長が、旱魃の
年でもかなり安定していたことを考え
ても、伏流水のあるような場所を植林
地に選ぶのがいい。最後に、水の供給
に見合った下枝おろしや間伐のタイミ
ングです、この判定がむずかしいんだ
けども、データを集めていけば、樹幹
伸長量と肥大量の測定でわかるように
なるかもしれないということです。

●霊丘自然植物園の意義
立花 吉茂（GEN代表）

大同の自然林
は、大同市の一
番南、霊丘県の
太行山脈と渾源
県にかけての恒
山山脈、いずれ
も高い山で黄土
があまり積もっ

てない、岩が露出したところに、かな
りたくさんの木があります。モンゴリ
マツは北の方から導入した植物だし、
アブラマツも山西省は分布の中心じゃ
ない。分布域のはしっこなので、遠田
先生の報告のようにむずかしい状況に
なっている。それならどういうものが
いいかというと、簡単にはわかりませ
ん。

そこで、現地に植物園をつくろうと
いうことになりました。植物園は日本
ではレクリエーションの場と思われて
ますが、もともとは植物学研究の場所
でした。それが植民地における有用植
物の収集の基礎になり、農業試験場に
なったりする。こういうきわめて重要
な仕事の場所が植物園です。できれば
森林があった場所に植物園をつくろう
と言いつづけてきたのがとうとう本当
になりました。

とにかく囲っておこうと、去年、ト

ゲがある木で柵をしたら、雑草がもの
すごく生えてきた。放牧の家畜が植物
をみんな食べてたわけです。柵をした
だけでそんなことが起こるなら、うま
くいけばかなり育つ可能性があるので
はないか。私のカンでは、黄土のあま
り積もってない山では、植えたら九分
九厘育つ、だからそういうところから
まず手を付ける、そのためにあの植物
園をはじめましたが、ものすごく参考
になるだろうと思っています。

黄土高原では畑になってるとこに木
を植えてもだめだと思います。山に木
を植えたら間違いなく育って、山に緑
ができたら、川の流れが安定し、その
下流域の農村地帯がうるおう。それが
緑が増えていくもとになると思います。
その証拠に、山に木があるところの下
流には、川に小魚がいる。冬は零下30
度になるのにどうするかと思ったら、
水が湧いているようです。あの辺の人
たちはたくさんの種類の樹木を見たこ
とがないので、植物園に導入すれば、
いろんな目的に使おうという気もおこ
るでしょう。私たちがいくらがんばっ
ても、10年や20年で緑化の仕事は終わ
らないし、土地の若い人たちがその気
になるのがきわめて重要です。

GENが何百万本植えても、地図の上
ではほんの点で、高さ1mしか伸びて
ない、そのマツもほんとにいいのかど
うか、雲をつかむような話です。そこ
で植物園で、まずあの辺の植物を復元
する、そのあいだに土地の人たちが、
園を中心にして種を集めて蒔いて育て
る技術を身につける。それから、よそ
の地域から乾燥地帯の植物なんかを集
めて、遺伝的にもいろんなものをこの
植物園に植えていくことで、一番適し
たものが選ばれて残っていく。非常に
気の長い、数百年後を考えた仕事です。

こういう乾燥地とか寒冷地とか傾斜
の強いところとか、黄砂のような土の
ところでは、お金になるもの、役に立
つものをいきなり植えても、たぶん失
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敗します。だから、本命をみつけるま
では、まず草や灌木からはじめて、本
命らしいものをを混ぜていって、いろ
んなものを植えたり、あるときは枝を
切って蒸発を防ぐ作業もいるかもしれ
ない。それにはデータがいります。調
べるとなると、マツや小老樹などほん
の数種類の植物でもこういう状況です。
植物園にたくさんの種類を集めて、こ
れはどうだ、あれはどうだとやると、
いくらでも仕事があって、終わりがな
いですね。

同じアブラマツでも、いろいろな場
所から植物園に集めてくると、そのな
かには山西省である程度育つような
DNA をもったものがあるかもしれな
い。そのためにはたくさんの種を蒔い
て、育苗していかなければいけない。
苗をつくって、本植えするまでのあい
だにセレクションできるわけです。そ
ういう目をもった技術者を早く養成し
たいというのが、ぼくの考えです。

●自省、自覚、自律を促すNGO
上田 信（GEN世話人）

大学で学生た
ちにGENの話を
すると、なぜわ
ざわざ日本人が
中国に行って緑
化をするのかと
よく聞かれます。
私自身は中国が

研究の対象で、GENで行くとディープ
な中国の農村に触れられるわけですが、
中国に関心がない学生にそう聞かれる
と、答えに窮していた。その答えを、
ようやくおぼろげながらつかめた気が
しています。

今春のワーキングツアーには、1歳
半の娘を連れていきました。最年少の
参加者です。娘の名前は「みづか」と
いいます。漢字で書くなら自分の自で
す。なぜかというと、昔訪ねたお宅で
こんな話を聞きました。その家には小
さな浄化槽がある。お風呂やトイレの
排水を浄化して、ほとんど透明になっ
た水をもう1度トイレにつかっている。

なるほどと思ったのは、浄化槽をき
っかけに自分の生活を考えるようにな

った。たとえば漂白剤を流すと、浄化
槽のなかで有機物を分解して水をきれ
いにしている微生物が死んでしまう。
とたんに浄化槽の機能が悪くなって、
トイレを流すと臭い水が出てくる。し
まった、漂白剤を使うのをやめよう。
そんなふうに、自分で考えて、生活を
工夫するようになったというんです。

自分の行為が、あるシステムをとお
ってもう1度自分に戻ってくるしくみ
ができると、自分自身がその大きなし
くみの中の一部分を構成しているとい
う自覚がでてくる。その自覚がでてく
ると、システムをうまく動かすために
自分自身の行動を律していく。自分の
行為が自分に戻ってくる、自省ですね、
そして自分が大きなしくみの中の一部
分であるという自覚を持つ。自省と自
覚をもって、誰に言われることなく自
分自身の行動を律していく。自省、自
覚、自律。これが、私自身の人生の標
語みたいなもので、その自という言葉
から娘の名前をとりました。

広霊県の楊窰村で、4月のはじめの
ことです。まだ朝は寒くて、村のおじ
いさんに「やぁ、寒いですね」と声を
かけたら、「全然寒くない、子どもの
ころはもっと寒かった」と言うんです。
そして「やっぱり地球温暖化というも
のが影響しているのかね」と。あぁ、
農村の老人でも地球温暖化という言葉
を知ってて、いま暖かいという状況を
そう解釈しているのだと思いました。

私たちは日本でたくさんのCO2を出
して生活しています。日本は恵まれた
環境にあるので、その被害はなかなか
見えない。しかし、沙漠化の最前線で

ある黄土高原では、人間の生活に直接
影響があります。私自身、黄土高原に
行ってはじめて、自分が日本でCO2を
出していることが、こんなかたちで人
類にはねかえってくるのかもしれない
という自省を得ることができた。そう
して、抽象的にしか考えられなかった
地球温暖化が、わりと実感をもって語
れるようになりました。だからといっ
てCO2を出さないわけにはいかないけ
ど、なんとかしようと思うし、行動が
変わってきます。GENの活動のポイン
トは、そのへんにあると思います。

NGO には3つの形があるそうです。
ひとつは代理型で、自分がやれないこ
とを代わりにやってくれる。グリーン
ピースがその代表です。ふたつめは仲
介型。たとえばフォスタープラン、里
親制度で、NGO が間に入って、自分
が寄付したお金を貧困地域の子どもに
教育資金として届けてくれる。そして
その子どもから近況報告の手紙がくる。
そういうことを仲介するNGOです。

GENの最大の特色であり、面白いと
ころは、そのふたつとは違う、参加型、
ということだと思います。実際に現地
に行くワーキングツアーが、大きな比
重をしめている。そこでさまざまな、
人によって違いますけれど、何かしら
発見することがある。それが運動の基
軸になる。なかなか現地に行けない人
も、その参加した人に話を聞いたりす
ることが大きな意義をもってくる。そ
ういうことだと思います。

GENが、その参加型ということを軸
に、自省、自覚、自律ができていけば、
と感じています。

「黄土高原の村－音・空間・社会」深
尾葉子・井口淳子・栗原慎治著　発
行：古今書院　定価：2,600円（税別）

黄土高原は日本の約1.6倍の面積を
もち、東は山西省大同から西は甘粛省
蘭州盆地にまで及ぶそうです。

この本は1990年から約10年間、3人
の日本人研究者が西安の北約400km、
陝西省米脂県楊家溝郷という村で共同
調査をおこなった記録。3人の研究分

野はそれぞれ民族音楽、建築学、歴
史・人文学と異なり、章を分担して執
筆されています。全体に図や写真、コ
ラムがふんだんにちりばめられていて、
読者も昼下がりの静かな村を散歩して
いるような気分になるかもしれません。

あ、これは大同といっしょ、ここは
ずいぶん違うなあ、といつの間にか、
訪問した大同の村と比べながら読んで
しまいます。黄土高原の時間と空間の
広がりを感じさせてくれる1冊です。
※GEN事務所でも取り扱っています。

本の紹介
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第7回二風谷ワーキングツアー
●日時：8月18日15時JR富良野駅集合

～23日12時二風谷解散
●場所：北海道富良野市、沙流郡平取

町二風谷
●内容：富良野周辺の原生林、チコロ

ナイの森、博物館の見学。山、畑仕
事。アイヌの木彫り、刺しゅう、踊
り、アイヌ語体験。チプサンケ参加、
交流など。1泊 はキャンプ。

●費用：5万円（集合から解散までの
全費用。チコロナイ友の会会費、保
険料を含む）

●募集：15人（全行程に参加できる人。
2回目以降の参加者は部分参加も可）

●締め切り：7月31日（ただし、定員
に達し次第締め切ります）

6月2日から2泊3日で、関東ブラン
チ主催の「緑化リーダー養成講座」が
開かれました。場所は八王子大学セミ
ナーハウス、参加者は22名。揃ったと
ころで、自己紹介。それも、人生のな
かで印象づけられる樹木との出会いを
通して語ります。小学校の校庭のメタ
セコイヤ、中国留学中で出会った大木
の話など。集った人たちに、いったん
自分のもとに問題をひきつけて考えて
もらう契機となり、同じ土俵の上に立
つという姿勢がうまれました。

翌日は近くの長沼公園の雑木林のな
かで。上田先生「自分にしっくりなじ
む木を探し、愛称を付けて」。参加者
の1人が「17歳」という愛称をつけま
した。 17歳というと人は何を感じる
のでしょうか。その木は天に向かって
まっすぐに伸びることができず、右へ
左へくねりながら成長しています。

「どうしてそうなったか、木の立場に
なってみなさい」と言われました。木
を観察することは、その木が生えてい
る土地について考えるということ。木

から人が、歴史が、そして自分が見え
てきます。午後は「自分の木」が何な
のか、検索図鑑を頼りに調べます。植
物の分類の方法、見分ける際のポイン
トが分かってきます。グループで互い
に助け合いながらの作業で、勉強が不
得手な人も大丈夫。

そして最終日、グループに分かれて
緑化プランを作成するというワークシ
ョップがおこなわれました。

年齢も職業も違う人と意見を交わし、
緑化と樹木という土台を基本として、

「ものを考えるときの最も基礎にある」
ことを「体で感じるきっかけ」になっ
たように思いました。

秋にはまた「養成講座」が企画され
ています。11月18～19日の一泊で、
場所は八王子。ドングリ集めなどをお
こないます。興味のある方は上田信

（email: ueda@rikkyo.ac.jp  fax:033985
4790）までお問い合わせください。

第5回二風谷子供キャンプ
●日時：8月12日13時～16日13時（千

歳空港集合、解散。大阪から引率可）
●場所：北海道沙流郡平取町二風谷
●内容：2泊は民宿、2泊はキャンプ。

山歩き、川遊び、山、畑仕事体験、
自炊、キャンプファイアー。アイヌ
の木彫り、刺しゅう、踊り体験。博
物館見学など。

●費用：35,000円（集合から解散まで
全費用。チコロナイ友の会会費、保
険料を含む）

●募集：小学5年生～中学3年生15人
（小学4年以下は保護者同伴で、高校
生以上はスタッフとして参加可）

●締め切り：7月31日（ただし、定員
に達し次第締め切ります）

〝チコロナイ〟現地宿泊研修会のご案内
【問い合わせ・申込先】
『ナショナルトラスト･チコロナイ』 〒0550101北海道沙流郡平取町二風谷313
貝澤耕一方　TEL. 0145722089FAX. 0145723991

『チコロナイ友の会』 〒0550101北海道沙流郡平取町二風谷689 武田繁典方
TEL. /FAX. 0145722122email : vyn01123@nifty.ne.jp
ホームページ　http://homepage1.nifty.com/tkdhp/main.html

ツアー参加者の多くにとって、大同
は懐かしく親しみを感じるところです
が、お仕事や家庭の事情で現地に行け
ない人には、やっぱり遠いところです
よね。そんな方にも大同を少し近くに
感じていただける、新しい協力プラン
を考え、9月から開始予定です。

お寄せいただいた緑化基金を、特定
の場所に投入して、協力者の名前を刻
んだ碑を建てます。1ha単位で、苗木
代、整地費用、補植や5年間の管理費
用まで含んで5万円です。入学、卒業、
成人、就職、結婚、誕生など、人生の
節目の記念に、あるいはご家族やお友
達のグループで。協力者には5年間、
毎年現地の写真をお届けします。

この協力プランの愛称を募集してい
ます。8月31日までに、郵便・FAX.・
emailでGEN事務所まで。

「自分の木」はなんという木だろう？

石弘之さん講演会
岩波新書『地球環境報告』でいち

はやく「黄河断流」を報じ、世界の
環境問題の現状に詳しい石弘之さん
に、中国の環境問題について講演し
ていただきます。まだ少し先ですが、
ぜひ予定に入れておいてください。
●日時：11月29日（水）18時30分～

21時（予定）
●場所：クレオ大阪西（ JR環状線、

阪神「西九条」駅下車徒歩3分）
●参加費：一般1,000円、GEN 会員お

よび学生700円

予告
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オゾン層を守るために開発された代替
フロンですが……？
●日時：8月3日（木）18時30分～21時
●場所：ウィングス京都（京都市中京区

東洞院六角下ル、地下鉄「四条」駅、
阪急「烏丸」駅より徒歩10分）

●参加費：一般500円
●講師：西薗大実氏（ストップ・フロン

全国連絡会、群馬大学助教授）、野口陽
氏（滋賀県電器商業組合環境委員長）

●主催：気候ネットワーク（次項参照）

主に関西の環境NGOが集まり、それぞ
れの活動内容を紹介します。
●日時：8月26日（土）、27日（日）両日

とも10時30分～15時
●場所：生き生き地球館別館2階研修室
（大阪市鶴見区緑地公園2135、TEL. 06
69155801FAX. 0669155805、地下鉄
長堀鶴見緑地線「鶴見緑地」駅下車）

●定員：50名程度（申込み不要）
●参加費：無料

【参加団体】
8月26日（土）午前（10時30分～12時）

①大阪自然環境保全協会②大阪から公
害をなくす会③地球環境関西フォーラム

26日午後（13時～15時）①アース基金協

太陽光、バイオマス、風力……自然エ
ネルギーについて、『実践、体験、創造』
中心のワークショップ形式で学びます。
●日程：9月～2001年2月（全7回）
●定員：30名（先着順、原則として全回

会②レイチェルカーソン協会③緑の地球
ネットワーク④アジア協会アジア友の会

27日（日）午前（10時30分～12時）①オ
イスカ②グリーンコンシューマー大阪
ネットワーク③ストップ・フロン全国
連絡会、オゾン層を守る会

27日午後（13時～15時）①日本野鳥の会
②気候ネットワーク③環境市民④地球
環境と大気汚染を考える全国市民会議

※入・退室は、開始前と昼休みだけ。

環境NPO・NGO活動紹介

どうする代替フロン！
強力な温室効果ガス

第6回 森林と市民を結ぶ
全国の集い

全体テーマは「暮らしと共に築く森づ
くり」。9月16日の第7分科会「世界の森
林・日本の森林」にはGEN の高見事務局
長が参加予定です。
●日時：9月15日（祝）～17日（日）
●場所：国立オリンピック記念青少年総

合センター（渋谷区代々木神園町31）
●参加費：一般　5,000円、学生　4,000円
●主催・問合せ：第6回森林と市民を結

ぶ全国の集い実行委員会（〒1810013
三鷹市下連雀34112501特定非営利
活動法人　森づくりフォーラム気付
TEL. 0422728286FAX. 0422728218）

※必ず主催者までお問い合わせを。

参加可能な方）
●受講料：一般25,000円、学生22,000円
●スケジュール：①9月2日～3日②9月30

日③10月21日④11月11日⑤12月16日⑥
2001年1月20日⑦2001年2月17日

●問合せ・申込み：気候ネットワーク
（〒6048124京都市中京区高倉通四条
上ル高倉ビル305 TEL. 0752541011
FAX. 0752541012email : kikonet@
jca.apc.org ホームページ　http://
www.jca.apc.org/kikonet）

自然エネルギー学校・京都
受講生募集


